
共同先進健康科学専攻のカリキュラム・ポリシー 

 

1.先進健康科学に関連する農学、工学、健康科学およびそれらを結び付ける様々なシステム

に関する専門科目、専攻基軸科目、演習科目などを早稲田大学との共同大学院カリキュラ

ムにより横断的に学ばせ、多面的な基礎知識と多様な最先端の実験・計測技術を習得させ

る。また、先進健康科学セミナーや論文指導などにより、独創的な研究展開力、課題設定

力、技術開発力を習得させる。 

 

2.専門科目である生命科学、環境科学系講義や専攻基軸科目の履修を通して、健康科学分野

に広く構成される学際領域の相互関連性と専門領域の知識や技術を支える基軸について

学び、各専門領域とそれらの学際領域あるいは融合領域における課題を発見する能力を

養成する。また、実践英語教育科目によるプロフェッショナルコミュニケーション、テク

ニカルプレゼンテーションによる国際的な英語技術修練に取り組み、演習科目による先

進健康科学研究、実践プレゼンテーションを通した解決課題力の養成、解決策を立案し実

践する能力を養う。 

 

3.実地研修による海外研修、国際学会発表への参加を促進し、国際的研究環境における実践

的プレゼンテーション能力や先端科学技術のセンスを養うとともに、実践英語教育科目

で培った英語によるコミュニケーション能力、ディスカッション能力及びファシリテー

ション能力を自身に習得し、国際的な場でリーダーシップ人材へと育てる。 

 ディプロマ・ポリシーで定める獲得を身に付けた技術者・研究者・教育者を育成するため

に成績評価は、講義科目では試験、レポート等で、実験・実習、演習ではレポート、口頭

試験等で評価する。授業科目の試験の成績は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ及びＤの５種類の評語をも

って表し、Ｓ・Ａ・Ｂ及びＣを合格とし、Ｄを不合格とする。合格した者には所定の単位

を付与する。また、学位論文については、審査基準と審査方法を明示し、それに基づき学

位論文審査委員会による論文審査および最終試験を厳格に行う。 

 

 

 

 

 


